




 

前年度にひきつづき,酵素的サイクリング法による化学測定法の自動化をすすめた。同時に,

酵素的サイクリング法自体の操作についても検討を加え,その精度,再現性をしらべること

により,自動分析に移行した際におこり得る問題点をできるかぎり予測しようとした。 


